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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワークを介して他の記録装置に接続される記録装置であって、
　画像読み取り手段またはホスト装置により得た画像信号に所定の画像処理を行う画像処
理手段と、
　該画像処理手段により処理された画像信号に応じた画像を被記録材に記録する記録手段
と、
　複数種類のパターンを含むテストパターンであって各パターンが異なる周波数の画像信
号に対応するテストパターンを発生するテストパターン発生手段と、
　他の画像読み取り手段および他の記録手段を有する前記他の記録装置と画像信号の送受
信を行なう手段であって、前記テストパターンを前記他の記録装置に送信し、前記他の画
像読み取り手段が、予め所定パターンがプリントされたテストチャートを読み取った読み
取り信号および前記他の記録手段を用いて被記録材にプリントされた前記テストパターン
を読み取った読み取り信号を受信する通信手段と、
　受信した信号に基づき前記他の記録手段の周波数特性および前記他の画像読み取り手段
の周波数特性を独立して検出する検出手段と、
　該検出手段により検出した前記他の記録手段および前記他の画像読み取り手段の各周波
数特性から、前記画像処理手段が有するデジタルフィルタ手段に用いられるフィルタ係数
を算出する算出手段とを備え、
　前記他の記録手段により記録する場合、および、前記他の画像読み取り手段により読み



(2) JP 4401567 B2 2010.1.20

10

20

30

40

50

取る場合に、該算出したフィルタ係数を用いて前記各周波数特性を補正するような帯域通
過特性のフィルタ処理を行なう
ことを特徴とする記録装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の記録装置において、
　前記テストパターン発生手段は、前記画像読み取り手段の主走査方向に繰り返し周波数
が異なる複数の繰り返しパターンと、前記画像読み取り手段の副走査方向に繰り返し周波
数が異なる複数の繰り返しパターンを発生させることを特徴とする記録装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の記録装置において、
　前記テストチャートは、前記他の画像読み取り手段の主走査方向に繰り返し周波数が異
なる複数の繰り返しパターンと、前記他の画像読み取り手段の副走査方向に繰り返し周波
数が異なる複数の繰り返しパターンを予めプリントされていることを特徴とする記録装置
。
【請求項４】
　ネットワークを介して他の記録装置に接続される記録装置であって、
　画像読み取り手段またはホスト装置により得た画像信号に所定の画像処理を行う画像処
理手段と、
　該画像処理手段により処理された画像信号に応じた画像を被記録材に記録する記録手段
と、
　前記他の記録装置に備えられた他の画像読み取り手段が、予め所定パターンがプリント
されたテストチャートを読み取った読み取り信号および該記録装置に備えられた他の記録
手段を用いて被記録材にプリントされたテストパターンを読み取った読み取り信号を受信
する受信手段と、
　受信した信号に基づき前記他の記録手段の周波数特性および前記他の画像読み取り手段
の周波数特性を独立して検出する検出手段と、
　該検出手段により検出した前記他の記録手段および前記他の画像読み取り手段の各周波
数特性から、前記画像処理手段が有するデジタルフィルタ手段に用いられるフィルタ係数
を算出する算出手段とを備え、
　前記他の記録手段により記録する場合、および、前記他の画像読み取り手段により読み
取る場合に、該算出したフィルタ係数を用いて前記各周波数特性を補正するような帯域通
過特性のフィルタ処理を行なう
ことを特徴とする記録装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は記録装置に関し、詳しくは、デジタルフィルタを備え、画像の入出力によって
ＭＴＦの劣化を補正する記録装置、また、ネットワークに接続した記録装置同士による、
画像の入出力によってＭＴＦの劣化を補正する記録装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
この種の装置として、電子写真方式の記録装置が一般的に知られている。
【０００３】
このような記録装置は、読み取りユニットが例えばＣＣＤ等の光電変換素子を備え、これ
を原稿に対し相対移動させて走査することにより、原稿上の画像を電気信号に変換する。
そして、この読み取りによって得られた電気信号に基づいてレーザ光源あるいはＬＥＤ等
を駆動することにより、感光ドラム上に潜像を形成する。この潜像によって電位差が生じ
た部位にトナーを付着させて現像し、この顕像化された画像を記録紙等の被記録媒体上に
転写して再生させる。
【０００４】
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【発明が解決しようとする課題】
このような電子写真方式の記録装置は、環境条件や経時変化、材料劣化等によりプロセス
条件が変化してしまう可能性がある。このようなプロセス条件の変化により、読み取った
画像を紙上に再生する際に画像のＭＴＦ（Modulation Transfer Function）が劣化してし
まうという問題が生じる。この劣化は、電子写真装置により固体差があり、また、時間と
共に変化してしまう場合もある。
【０００５】
また、ネットワークを介してプリントまたはスキャンを行う場合、異なるＭＴＦ特性を持
った装置同士でデータのやり取りを行うと良好な画像が得られないと言った問題もあった
。
【０００６】
　本発明は上述の観点に基づいてなされたものであり、その目的とするところは、ＭＴＦ
特性が変化した場合でも、最適なフィルタ係数を設定し、良好なＭＴＦ補正を行い、記録
品位を向上させることが可能な記録装置を提供することにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　上記の課題を解決するためになされた本発明の一態様は、ネットワークを介して他の記
録装置に接続される記録装置であって、画像読み取り手段またはホスト装置により得た画
像信号に所定の画像処理を行う画像処理手段と、該画像処理手段により処理された画像信
号に応じた画像を被記録材に記録する記録手段と、複数種類のパターンを含むテストパタ
ーンであって各パターンが異なる周波数の画像信号に対応するテストパターンを発生する
テストパターン発生手段と、他の画像読み取り手段および他の記録手段を有する前記他の
記録装置と画像信号の送受信を行なう手段であって、前記テストパターンを前記他の記録
装置に送信し、前記他の画像読み取り手段が、予め所定パターンがプリントされたテスト
チャートを読み取った読み取り信号および前記他の記録手段を用いて被記録材にプリント
された前記テストパターンを読み取った読み取り信号を受信する通信手段と、受信した信
号に基づき前記他の記録手段の周波数特性および前記他の画像読み取り手段の周波数特性
を独立して検出する検出手段と、該検出手段により検出した前記他の記録手段および前記
他の画像読み取り手段の各周波数特性から、前記画像処理手段が有するデジタルフィルタ
手段に用いられるフィルタ係数を算出する算出手段とを備え、前記他の記録手段により記
録する場合、および、前記他の画像読み取り手段により読み取る場合に、該算出したフィ
ルタ係数を用いて前記各周波数特性を補正するような帯域通過特性のフィルタ処理を行な
う。
【０００９】
　上記の態様において、前記テストパターン発生手段は、前記画像読み取り手段の主走査
方向に繰り返し周波数が異なる複数の繰り返しパターンと、前記画像読み取り手段の副走
査方向に繰り返し周波数が異なる複数の繰り返しパターンを発生させることができる。ま
た、後者の態様において、前記テストチャートは、前記他の画像読み取り手段の主走査方
向に繰り返し周波数が異なる複数の繰り返しパターンと、前記他の画像読み取り手段の副
走査方向に繰り返し周波数が異なる複数の繰り返しパターンが予めプリントされていてよ
い。
【００１１】
　本発明の別の態様は、ネットワークを介して他の記録装置に接続される記録装置であっ
て、画像読み取り手段またはホスト装置により得た画像信号に所定の画像処理を行う画像
処理手段と、該画像処理手段により処理された画像信号に応じた画像を被記録材に記録す
る記録手段と、前記他の記録装置に備えられた他の画像読み取り手段が、予め所定パター
ンがプリントされたテストチャートを読み取った読み取り信号および該記録装置に備えら
れた他の記録手段を用いて被記録材にプリントされたテストパターンを読み取った読み取
り信号を受信する受信手段と、受信した信号に基づき前記他の記録手段の周波数特性およ
び前記他の画像読み取り手段の周波数特性を独立して検出する検出手段と、該検出手段に
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より検出した前記他の記録手段および前記他の画像読み取り手段の各周波数特性から、前
記画像処理手段が有するデジタルフィルタ手段に用いられるフィルタ係数を算出する算出
手段とを備え、前記他の記録手段により記録する場合、および、前記他の画像読み取り手
段により読み取る場合に、該算出したフィルタ係数を用いて前記各周波数特性を補正する
ような帯域通過特性のフィルタ処理を行なう。
【００２１】
【発明の実施の形態】
（第１実施形態）
以下、本発明の実施形態を図面を用いて詳細に説明する。
【００２２】
図１は本発明に係る第１実施形態を示す画像複写可能な記録装置の内部構成図である。
【００２３】
原稿読み取り装置３００は、原稿台ガラス３０２上に置かれた原稿に、照明ランプ３０６
からの光及び拡散板３０４で拡散された光による照明をあてて、その反射光をミラー３０
５、３０８、３０９を通し、レンズ３１０を介してＣＣＤ３１１上に結像させ、この像を
光電変換して画像信号を得る。
【００２４】
本実施形態のＣＣＤ３１１は、図中で手前から奥に夫々７２００画素が並んだ、Ｒ（レッ
ド）、Ｇ（グリーン）、Ｂ（ブルー）の３列から構成されている。拡散板３０４、ミラー
３０５、照明ランプ３０６の載った読み取りユニット３０３は、レール（不図示）上を図
中で左右に移動し、ミラー３０８，３０９の載ったミラーユニット３０７もそれに同期し
た移動を行う。この２つのユニットが左右に移動することで、原稿全体を読み取ることが
できる。原稿圧板３０１は、原稿を原稿台ガラス３０２に押圧するためのものである。
【００２５】
次に、画像信号は後述の画像処理を施されてから、プリンタ２００に送られる。
【００２６】
プリンタ２００では、被記録材である紙を収納しているカセット２０１から、ピックアッ
プローラ２０２により紙が引き出され。この紙は、第１レジローラ２０３，ガイド板２０
４，第２レジローラ２０５を通って搬送ベルト２０６上に吸着される。
【００２７】
一方、画像信号はＣＭＹＫの４色に分離される。そのうちＣ（シアン）信号はＬＥＤアレ
イ２１２ａにより光信号に変換され、ドラム２１４ａ上に潜像として記録される。このド
ラム２１４ａ上の潜像は現像器２１３ａにより現像され、ドラム２１４ａ上にトナーがの
る。この現像されたトナー画像は、プラテン２０７上で紙に転写される。上述した画像形
成プロセスは周知の電子写真プロセスである。
【００２８】
残るＭ（マゼンタ）、Ｙ（イエロー）、Ｋ（ブラック）も同様にＬＥＤアレイ、ドラム、
現像器のセットにより、同様に周知の電子写真プロセスによる画像形成が行なわれて紙に
トナー像が転写される。紙に転写されたトナーは、定着器２０８により紙に加熱定着され
る。定着が終了した紙は、排紙ガイド２０９，排紙ローラ２１０を経て排紙トレイ２１１
に排出される。
【００２９】
図２は、本発明に係る第１実施形態を示すブロック図である。
【００３０】
図２において、入力センサ部１０１は、ＣＣＤ等の光電変換素子及びこれを走査のために
移動させる駆動装置により構成され、これにより原稿の読み取り走査を行う。入力センサ
部１０１で読み取られた原稿の画像データは逐次、入力補正回路１０２に送られる。ここ
では、各画素画像データをデジタルデータに変換する量子化が行なわれ、ＣＣＤセンサの
感度ムラや照明光源による照度ムラを補正するためのシェーディング補正等をデジタル演
算処理により行う。
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【００３１】
セレクタ１０３は、入力画像データと後述するテストパターンのいずれかを選択して、以
降の画像処理回路に送る。ＬＯＧ変換回路１０４は、ルックアップテーブルを用いてＲＧ
Ｂ各画像（輝度）データをＣＭＹ濃度データに変換する。１０５は黒抽出を行う黒抽出回
路である。１０６は、印字トナー（もしくはインク）の発色特性に対応したマスキング処
理を行うマスキング回路である。
【００３２】
１０７は、近傍画素との畳み込み演算を行い、画像に平滑化やエッジ強調等の効果を施す
デジタルフィルタである。このデジタルフィルタについては後述する。１０８は、フィル
タ１０７から送られてくる画像データに基づき印字を行うプリンタ部である。１０９は、
テストパターンを発生させるパターン発生回路である。
【００３３】
１１０は、読み取り画像情報を記憶する画像メモリである。１１１は、読み取り画像から
印字されている領域を判断する画像領域判定回路である。１１２は読み取り画像からフィ
ルタ係数を算出する補正値算出回路である。１１３はバックアップＲＡＭである。
【００３４】
上記の構成においてフィルタ係数を算出する場合について説明する。
【００３５】
先ず、パターン発生回路１０９により、図４を参照して詳細に後述するテストパターンを
発生する。このテストパターンはＭＴＦ（Modulation Transfer Function）特性を検出す
るためのパターンであり、セレクタ１０３により画像信号として入力され、前述した画像
処理要素のいくつかを通り（不必要な処理はスルーとなる）、プリンタ部１０８に入力さ
れる。プリンタ部１０８は、この画像データに基づいて印字を行う。
【００３６】
そしてパターンの印字が終了するとプリンタ２００より排出された用紙を原稿台ガラス３
０２上に乗せて、読み取りユニット３０３の走査により入力センサ部１０１に画像を読み
込む。入力された画像データは、入力補正回路１０２により入力系のシェーディング補正
を施され、画像メモリ１１０に記憶される。画像メモリ１１０に一時的に蓄えられた画像
は画像領域判定回路１１１に送られる。
【００３７】
画像領域判定回路１１１は、この画像データから各周波数を表す部分の切り出しを行う。
補正値算出回路１１２は、各周波数に該当するパターンのＭＴＦを判定し、所定のフィル
タ係数の算出を行う。このフィルタ係数は、デジタルフィルタにどのような周波数特性を
持たせるかを表すものである。画像領域判定と補正値算出の演算の詳細については後述す
る。算出されたフィルタ係数は、バックアップＲＡＭ１１３に記憶される。
【００３８】
そして、通常の画像複写の際、バックアップＲＡＭ１１４に記憶されているフィルタ係数
データに基づいて、画像のＭＴＦをフィルタ１０７によってデジタル的に補正することに
より、リーダ及びプリンタで発生するＭＴＦ劣化を無くし、プロセス条件の変化や固体差
によるＭＴＦ劣化を良好に補正した高品位な画像を得ることができる。
【００３９】
次に、デジタルフィルタの詳細について説明する。
【００４０】
このデジタルフィルタは２次元で構成されており、本実施形態では、５×５のサイズのも
のを例示的に説明する。フィルタサイズは５×５に限定されるものではなく、９×９や７
×７等であっても良い。もちろん、それ以上であっても良く、また、主走査方向と副走査
方向で異なるサイズ（例えば９×７）であっても良い。
【００４１】
図３にデジタルフィルタの機能的構成を示す。
【００４２】
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図３は、デジタルフィルタの係数の入り方を示している。ここに示したデジタルフィルタ
では、注目画素（ｉ，ｊ）を含めた２５画素の畳み込み演算を施すようになっている。
【００４３】
各係数をＡｎ，ｍで表し、各画素の値をＳ（ｉ，ｊ）とすると、フィルタ演算を施した出
力結果Ｆ（ｉ，ｊ）は以下の式で表される。
【００４４】
【数１】

【００４５】
図５は、デジタルフィルタのハードウエア構成を示している。
【００４６】
図５において、５０１～５０４および５１６～５１９は１画素遅延させる遅延器、５０５
～５０９および５２０～５２４は乗算器、５１０は加算器、５１５はラインメモリを夫々
表す。
【００４７】
上記構成において、入力した画像データは、遅延器５０１～５０４により１画素ずつ、順
次遅延される。各遅延器入力の画素および遅延器５０４出力の画素は、夫々が乗算器５０
５～５０９によりフィルタ係数Ａ（－２，２）～Ａ（２，２）を乗ぜられ、各乗算値が加
算器５１０に入力される。
【００４８】
また、ラインメモリ５１５には１ライン前のデータが記憶されており、当該ラインメモリ
出力画素は、同様に遅延器５１６～５１９によって１画素ずつ遅延され、夫々の画素は乗
算器５２０～５２４によりフィルタ係数Ａ（－２，１）～Ａ（２，１）を乗ぜられ、各乗
算値が加算器５１０に入力される。
【００４９】
５１１は、上記５１５～５２４で示される１ライン前の画素データ群の処理要素の全体を
表している。同様に、処理要素５１２は２ライン前、処理要素５１３は３ライン前、処理
要素５１４は４ライン前のデータの処理を行っており、夫々、処理要素５１１と同一構成
なので、その詳細を省略する。
【００５０】
上記のように、要素５０１～５０９および処理要素５１１～５１３によって全２５画素に
係数を乗算した結果を加算器５１０で加算することにより、フィルタとしての畳み込み演
算が施される。
【００５１】
以下、補正値算出の詳細について説明する。
【００５２】
画像メモリ１１０に記憶された画像データは、図４に示したテストパターンの画像を読み
取ったものである。画像メモリ１１０に蓄えられた画像は、各周波数を表す複数の黒線の
組と、濃度の基準となる白パッチおよび黒パッチからなる。
【００５３】
ここで、図４を参照して詳細に説明する。図４中で、４０１は画像データもしくは紙上に
印字された全体を表し、４０２は白部の基準となる白パッチを、４０３は黒部の基準とな
る黒パッチを表す。
【００５４】
４０４は、周波数２本／ｍｍに相当する黒と白の繰り返しパターン、４０５は、４０４と
同一パターンを９０°回転したパターン、４０６は、周波数４本／ｍｍに相当する黒と白
の繰り返しパターン、４０７は、４０６と同一パターンを９０°回転したパターン、４０
８は、周波数６本／ｍｍに相当する黒と白の繰り返しパターン、４０９は、４０８と同一
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パターンを９０°回転したパターン、４１０は、周波数８本／ｍｍに相当する黒と白の繰
り返しパターン、４１１は、４１０と同一パターンを９０°回転したパターンである。
【００５５】
画像領域判定回路１１１は、図４におけるパッチおよびパターン４０２～４１１が占める
夫々の領域を切り出し、補正値算出回路１１２は、夫々の領域の読み取り値からフィルタ
係数を算出する。以下の説明において、便宜上、上記切り出されるパターンの占有領域を
「領域」と記し、該当パターンの参照符号で表す。
【００５６】
先ず、領域４０２を読み取り、その平均値Ｗを求める。次に、領域４０３を読み取り、そ
の平均値Ｂを求める。そして、領域４０４～４１１については、図６に示すように、最大
値と最小値を求める。
【００５７】
即ち、領域４０４の最大値Ｗ１と最小値Ｂ１、領域４０５の最大値Ｗ２と最小値Ｂ２、領
域４０６の最大値Ｗ３と最小値Ｂ３、領域４０７の最大値Ｗ４と最小値Ｂ４、領域４０８
の最大値Ｗ５と最小値Ｂ５、領域４０９の最大値Ｗ６と最小値Ｂ６、領域４１０の最大値
Ｗ７と最小値Ｂ７、および領域４１１の最大値Ｗ８と最小値Ｂ８を夫々求め、これらの値
から、各パターンの該当周波数におけるＭＴＦを求める。
【００５８】
即ち、２本／ｍｍの主走査ＭＴＦ（Ｍ２）および副走査ＭＴＦ（Ｓ２）を、式（１）およ
び式（２）より求める。
【００５９】
Ｍ２＝（Ｗ１－Ｂ１）／（Ｗ－Ｂ）　　　　（１）
Ｓ２＝（Ｗ２－Ｂ２）／（Ｗ－Ｂ）　　　　（２）
【００６０】
以下同様に、４本／ｍｍ、６本／ｍｍ、８本／ｍｍの主走査ＭＴＦ（Ｍ４，Ｍ６，Ｍ８）
および副走査ＭＴＦ（Ｓ４，Ｓ６，Ｓ８）を、式（３）～式（８）にしたがって求める。
【００６１】
Ｍ４＝（Ｗ３－Ｂ３）／（Ｗ－Ｂ）　　　　（３）
Ｓ４＝（Ｗ４－Ｂ４）／（Ｗ－Ｂ）　　　　（４）
Ｍ６＝（Ｗ５－Ｂ５）／（Ｗ－Ｂ）　　　　（５）
Ｓ６＝（Ｗ６－Ｂ６）／（Ｗ－Ｂ）　　　　（６）
Ｍ８＝（Ｗ７－Ｂ７）／（Ｗ－Ｂ）　　　　（７）
Ｓ８＝（Ｗ８－Ｂ８）／（Ｗ－Ｂ）　　　　（８）
【００６２】
図７は、このようにして算出した各周波数におけるＭＴＦ特性を表わす特性図である。算
出されたこの特性は、図８に示す補正特性を利用して補正でき、これにより所望のフィル
タ係数を算出することが出来る。図８の補正特性は図７の特性を逆フーリエ変換すること
により得られ、これにより各周波数のＭＴＦ特性を１００％に補正するものである。
【００６３】
なお、補正すべきターゲットは各周波数とも１００％である必要はない。原稿よりも先鋭
さ（シャープネス）を強調するモード、原稿よりも平滑化気味に再現するモード等、所望
のＭＴＦをターゲットとして、そのターゲットにＭＴＦを補正するようにフィルタ係数を
作ることも可能である。
【００６４】
また、予めいくつかのフィルタ係数を用意しておき、計算されたＭＴＦ値に基づいていず
れかのフィルタ係数を選択するような構成とすることもできる。
【００６５】
（第２実施形態）
図９は、本発明に係る第２実施形態を示すブロック図である。
【００６６】



(8) JP 4401567 B2 2010.1.20

10

20

30

40

50

ここに示す第２実施形態では、図２の第１実施形態における補正値算出回路１１２に代え
て、リーダＭＴＦとプリンタＭＴＦを分けて記憶する記憶装置を設け、補正値算出手段も
ＭＴＦ算出とフィルタ係数算出に分けて設けた構成を採用した。
【００６７】
第１実施形態では、ＭＴＦ特性をリーダ部とプリンタ部で分けて記憶していなかったため
に、原稿台に置かれた原稿をリーダで読み取る動作を伴う複写動作とホストコンピュータ
（図示せず）から送られてきたデータを印字する印字動作とではＭＴＦ特性の劣化が異な
ってしまう。そこで本実施形態では、リーダのＭＴＦとプリンタのＭＴＦを別々に記憶し
ておき、各動作に合致したフィルタ係数を算出させるために図９の構成を採用したのであ
る。
【００６８】
なお、ホストコンピュータから送られてきた画像データはプリンタコントローラ（図示せ
ず）により展開され、展開された画像信号に基づいて画像記録が行なわれる。
【００６９】
図９において、９０１はＭＴＦ算出回路、９０２はリーダＭＴＦ記憶装置、９０３はプリ
ンタＭＴＦ記憶装置、９０４はフィルタ係数算出回路である。
【００７０】
先ず、本実施形態においてリーダＭＴＦを算出する場合を説明する。本実施形態では、図
４に示した画像データを精密印刷したテストチャートを用意する。
【００７１】
このチャートは、印刷によるＭＴＦ劣化の無い理想的な精密印刷機で印刷されているもの
とする。このチャートを原稿台ガラス３０２上に乗せて、読み取りユニット３０３による
走査を行なって入力センサ部１０１に画像を読み込む。
【００７２】
入力された画像データは、入力補正回路１０２により入力系のシェーディング補正が施さ
れ、画像メモリ１１０に記憶される。画像メモリ１１０に一時的に蓄えられた画像は画像
領域判定回路１１１に送られる。画像領域判定回路１１１は、この画像データから各周波
数を表す部分の切り出しを行ない、以降、本実施形態に特徴的な独立したリーダＭＴＦに
係る処理が行なわれる。
【００７３】
すなわち、ＭＴＦ算出回路９０１は各周波数に該当するパターンのＭＴＦを判定し、その
結果をリーダＭＴＦ記憶装置９０２に送る。リーダＭＴＦ記憶装置９０２はリーダＭＴＦ
の値を記憶する。
【００７４】
次にプリンタＭＴＦを算出する場合を説明する。
【００７５】
第１実施形態と同じように、先ず、パターン発生回路１０９により、図４を参照して説明
したテストパターンを発生する。このテストパターンはＭＴＦ（Modulation Transfer Fu
nction）特性を検出するためのパターンであり、セレクタ１０３により画像信号として入
力され、前述した画像処理要素のいくつかを通り（不必要な処理はスルーとなる）、プリ
ンタ部１０８に入力される。プリンタ部１０８は、この画像データに基づいて印字を行う
。
【００７６】
そしてパターンの印字が終了するとプリンタ２００より排出された用紙を原稿台ガラス３
０２上に乗せて、読み取りユニット３０３の走査により入力センサ部１０１に画像を読み
込む。入力された画像データは、入力補正回路１０２により入力系のシェーディング補正
が施され、画像メモリ１１０に記憶される。画像メモリ１１０に一時的に蓄えられた画像
は画像領域判定回路１１１に送られる。
【００７７】
画像領域判定回路１１１は、この画像データから各周波数を表す部分の切り出しを行ない
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、以降、本実施形態に特徴的な独立したプリンタＭＴＦに係る処理が行なわれる。
【００７８】
すなわち、ＭＴＦ算出回路９０１は各周波数に該当するパターンのＭＴＦを判定し、その
ＭＴＦ特性からリーダＭＴＦ成分を除いたものを、即ち各周波数においてリーダＭＴＦで
除算したものをプリンタＭＴＦとして、プリンタＭＴＦ記憶装置９０３に送る。プリンタ
ＭＴＦ記憶装置９０３は、算出されたプリンタＭＴＦを記憶する。
【００７９】
フィルタ係数算出回路９０４は、上述のようにして記憶装置９０２および記憶装置９０３
に記憶した２つのＭＴＦからフィルタ係数を算出する。つまり、プリンタＭＴＦデータを
読み出してプリント時フィルタ係数を算出し、リーダＭＴＦデータとプリンタＭＴＦデー
タを読み出して複写時フィルタ係数を算出する。算出された、この２種類のフィルタ係数
は、バックアップＲＡＭ１１３に記憶される。
【００８０】
そして、実際の複写時もしくはプリント時には、動作にマッチしたフィルタ係数がバック
アップＲＡＭ１１３から読み出され、フィルタ１０７は、このフィルタ係数に基づいてフ
ィルタ処理を施す。フィルタ１０７によるＭＴＦのデジタル的な補正によって、原稿をリ
ーダで読み取る複写動作とホストコンピュータ（図示せず）からのデータを印字する印字
動作とでＭＴＦ特性を合致させた、プロセス条件の変化や固体差によるＭＴＦ劣化を良好
に補正した高品位な画像を得ることができる。
【００８１】
（第３実施形態）
図１０は、本発明に係る第３実施形態を示すブロック図である。
【００８２】
ここに示す第３実施形態では、図９の第２実施形態における画像メモリ１１０に代えて、
パターン発生回路１００９に接続したネットワークＩ／Ｆ１０１０を設けた構成を採用し
た。ネットワークＩ／Ｆ１０１０はネットワークケーブル１０１５に繋がっており、この
ネットワークケーブル１０１５に接続されている他の装置との通信を可能とする。
【００８３】
例えば、本実施形態の記録装置と離れた場所にあるＭＦＰ（Multi Function Printer）１
０１４と、ネットワークケーブル１０１５を介して通信する場合について考える。本実施
形態装置の原稿読取装置３００で読み込んだ画像を２値化してＭＦＰ１０１４に送信し、
この画像をＭＦＰ１０１４によってプリントする、所謂ネットワークプリンティングを行
なうに際しては、プリント実行前にネットワーク上で以下の補正動作を行わせる。なお、
ＭＦＰ１０１４はスキャナ部とプリンタ部を備えた多機能複写機であるが、ＭＴＦ補正機
能は備えていないものとする。
【００８４】
先ず、パターン発生回路１００９によって図４に示したようなパターンを発生させる。そ
して、ネットワークＩ／Ｆ１０１０は、そのパターンをパターン発生回路１００９から受
け取って、ネットワークケーブル１０１５を通じてＭＦＰ１０１４に送信する。ＭＦＰ１
０１４は、そのパターンを紙等にプリント出力する。
【００８５】
次に、このようにしてＭＦＰ１０１４により出力されたパターン、または第２実施形態で
用いた精密印刷されたチャートをＭＦＰ１０１４のスキャナ部で読み取り、その画像読取
データをＭＦＰ１０１４からネットワークＩ／Ｆ１０１０へ、ネットワークケーブル１０
１５を通じて送信する。
【００８６】
そして、本実施形態装置側で、ＭＦＰ１０１４から送られてきた画像データに基づいて第
２実施形態と同一のアルゴリズムを用いてフィルタ係数の補正を行うことにより、ネット
ワークを通じてＭＴＦ補正機能の無いＭＦＰ１０１４によりプリントする場合、或いはＭ
ＦＰ１０１４によりスキャンさせて画像を取り込む場合においても、夫々のリーダＭＴＦ
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、プリンタＭＴＦからフィルタ係数を算出し、フィルタ処理を施すことにより、プロセス
条件の変化や固体差によるＭＴＦ劣化を良好に補正した良好な画像をネットワーク上で得
ることが出来る。
【００８７】
（他の実施形態）
上記実施形態の他に、第１実施形態と第３実施形態を組み合わせた構成、つまり、第１実
施形態における画像メモリに代えてパターン発生回路に接続したネットワークＩ／Ｆを設
けた構成を実施することもできる。
【００８８】
【発明の効果】
　以上説明したように本発明に係る記録装置によれば、読み取り手段及び記録手段のＭＴ
Ｆ特性を判定し、それらを組み合わせてフィルタ係数を算出し、この係数を用いてデジタ
ルフィルタによるフィルタ処理を施すことにより、記録手段のプロセス条件の変化や固体
差によるＭＴＦ劣化を良好に補正することが出来、また、ネットワークを介してつながっ
ている他の記録装置等に対しても、それぞれの特性に応じたＭＴＦ補正、すなわち、個体
差を考慮した補正を行うことが出来るため、記録品位を向上させることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る第１実施形態の記録装置を示した内部構成図である。
【図２】本発明に係る第１実施形態の記録装置を示したブロック図である。
【図３】フィルタ係数の詳細を示した説明図である。
【図４】ＭＴＦ判定用のパターンデータ及び印刷されたチャートの詳細を表す平面図であ
る。
【図５】デジタルフィルタのハードウエア構成図である。
【図６】読み取ったデータの最大値、最小値を説明する説明図である。
【図７】各周波数におけるＭＴＦ特性を示した特性図である。
【図８】ＭＴＦ特性を補正するための特性を示した特性図である。
【図９】本発明に係る第２実施形態の記録装置を示したブロック図である。
【図１０】本発明に係る第３実施形態の記録装置を示したブロック図である。
【符号の説明】
１０１　入力センサ部
１０２　入力補正回路
１０３　セレクタ
１０７　フィルタ
１０８　プリンタ部
１０９　パターン発生回路
１１０　画像メモリ
１１１　画像領域判定回路
１１２　補正値算出回路
１１３，１１４　バックアップＲＡＭ
２００　プリンタ
２０１　カセット
２０２　ピックアップローラ
２０３，２０５　レジローラ
２０４　ガイド板
２０６　搬送ベルト
２０７　プラテン
２０８　定着器
２０９　排紙ガイド
２１０　排紙ローラ
２１１　排紙トレイ
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２１２ａ　アレイ
２１３ａ　現像器
２１４ａ　ドラム
３００　原稿読取装置
３０１　原稿圧板
３０２　原稿台ガラス
３０３　ユニット
３０４　拡散板
３０５，３０８，３０９　ミラー
３０６　照明ランプ
３０７　ミラーユニット
３１０　レンズ
５０１，５１６　遅延器
５０５，５２０　乗算器
５１０　加算器
５１５　ラインメモリ
９０１　算出回路
９０２，９０３　記憶装置
９０４　フィルタ係数算出回路
１００９　パターン発生回路
１０１０　ネットワークＩ／Ｆ
１０１５　ネットワークケーブル

【図１】 【図２】



(12) JP 4401567 B2 2010.1.20

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(13) JP 4401567 B2 2010.1.20

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】
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